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強い農業づくり交付金
子ども医療費助成拡充

などを含む

…… ほかにこんな事業に注目！……
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西門川地区　夏祭り 子育て支援

南ヶ丘山ノ口線　終点

南ヶ丘山ノ口線（門川側）

カンムリウミスズメ　洋上観察会

新庁舎建設事業など含む
前年度比－4.0%、3億円減額
72億5500万円平成29年度

一般会計
当初予算

可決
賛成多数

平成29年   第２回定例会
　平成29年第１回定例会は、３月６日から22日までの、17日間開かれました。

28年度補正予算、29年度当初予算、人事案件、条例改正、請願など39件を審議し、全て可決

し閉会いたしました。

　また、７日には５人が登壇し、一般質問が行われました。

平成30年   第２回定例会
　定例会は、6月5日から6月18日まで14日間開かれました。主な審議内容は「平成30年度

一般会計補正予算」「副町長、監査委員の選任同意」「門川町条例の一部改正」など、同意３件、

承認３件、条例改正４件、条例制定１件、補正予算（委員会付託）４件、財産処分１件、陳情

１件の合計１７件です。6日には議員3人が登壇し、7問の一般質問がありました。

　今回の補正予算では以下のような事業も含まれています。

◎特別会計◎補正

◎公営企業会計◎補正

介護保険事業 歳入・歳出 7万9千円追加
総額　16億1343万円

※認知症施策・ケア向上事業などを追加補正

水道事業 営業費用 94万円追加
※修繕費・人件費を追加補正

※ 浄化槽設置 補助（100基分）…個人転換分

※ 地方創生各種事業 地域おこし協力隊員雇用

※ 活用できる空き家の調査

※ 地域公共交通 運行実証実験

※ やってみろやプロジェクト事業

※ 子ども医療費補助、保育園支援事業

※ 母子保健事業、子育て支援

浄化槽設置工事　補助事業

地域、子育て支援も！

補正分（万円未満は切捨）

平成29年度　国民健康保険事業　特別会計追加補正予算（第１号）

１億２６６８万円内訳（全て追加） 補正後

歳
入︵
第
1
号
補
正
︶

歳
出︵
主
な
も
の
︶

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

３６７８万円

１２２２万円

３０１万円

１０００万円

３０００万円

３４６７万円

９億５００４万円

１０億６８７０万円

２０４３万円

４億５５４０万円

１億８０００万円

１億９２０７万円

１９５万円

５４００万円

５２７万円

２６９２万円

１３５８万円

１２０万円

４３５万円

１９万円

かどがわワンパク（門川湾博覧会）事業

海浜公園テニスコート人工芝整備事業

マイナンバーシステム改修事業

臨時福祉給付金給付事業

多面的機能支払い交付金事業

分収林収益交付金事業

自治公民館改修補助事業

子供読書活動推進計画策定事業

歳入

歳出

国庫支出金

国民健康保険システム改修

１４２万円 補正後

３１億６４３万円
１４２万円

平成29年度　簡易水道事業　特別会計補正予算（第１号）
歳入

歳出

繰入金

施設管理修繕費

３０万円 補正後

１１０１万円
３０万円

一般会計
補正予算 全員賛成

総
額

1億2668万6千円 76億8168万6千円

以下の補正予算は、
全員賛成により 可 決

今回の歳入（補正分）
地方交付税　１７０４万８千円
国庫支出金　　１１４万４千円
県支出金　　７７６０万７千円
繰越金　　　　　３０００万円
諸収入　　　　　　２９１万円
町債　　　　　　９４１０万円 など

主な歳出
衛生センター施設整備事業（内部設備ほか）　　　７０７４万８千円
乗合タクシー運行業務委託（継続）　　　　　　　　５２０万４千円
城ケ丘地区　急傾斜地崩壊防止対策事業　　　　　　１７３０万円
鳥獣被害防止総合対策交付金事業　　　　　　　１２９８万６千円
道路新設改良事業（松瀬・川水流線拡幅工事ほか）　　９０１０万円

枝橋外橋梁修繕工事　　　　　　　　　　　　　　　１０５０万円
乙島管理棟・炊飯棟整備事業　　　　　　　　　　　　 ６００万円 など

7億2100万円追加平成30年度

一般会計
補正予算 総額75億100万円

全員一致
可決

〔歳入〕

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

繰 入 金

諸 収 入

町 債

1億7521万3千円 追加

415万4千円 追加

3億4337万9千円 追加

22万円 追加

9000万円 追加

1023万4千円 追加

9780万円 追加

〔歳出〕

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

78万2千円 追加

2759万6千円 追加

2151万7千円 追加

3223万6千円 追加

3億4071万3千円 追加

1423万8千円 追加

2億1037万4千円 追加

1048万4千円 追加

6306万円 追加

【特別会計】

介護保険特別会計　歳入・歳出　　　２４３万３千円（追加）

　　　　　　　　　総額　　１５億７３２６万３千円

簡易水道特別会計　歳入・歳出　　　　　　３３万円（追加）

　　　　　　　　　総額　　　　　１０９２万１千円

水道事業特別会計　営業費用　　　　１４５万２千円（追加）

水道事業費用　　２億７９８８万１千円

人件費・給付費
など

職員手当てなど
人件費

給料など
人件費

人件費・給付
費など

職員手当て
など人件費

給料など
人件費

農業振興品目開拓事業
（フィンガーライムの栽培研究）

７２２万７千円

平城区画１号線道路改良等
（測量設計・地質調査・工事）

２８００万円

青色パトロールカー購入
１９１万３千円

心の杜施設改修工事等
１３９９万９千円

門川小学校体育館屋根改修工事等
２８１１万２千円

防犯灯設置工事等
３２１万９千円

門川高校通線

歳入
　特別交付税　８１９３万５千円追加

歳出
　公共施設等整備基金
　　　　　　　２億８０００万円追加
　予備費
　　　　　１億９８０６万５千円減額

平成28年度一般会計予算総額
82億2213万2千円

平成28年度 門川町一般会計補正予算
（第7号）の専決処分の承認…全員賛成



「オレンジリングは認知症サポーターのしるし」

可搬ポンプ

加草３区　避難道路舗装

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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平成29年 第1回臨時会
　本年第1回臨時会が招集され、平成29年1月

30日の1日間開かれました。

　町長提出議案が2件、議会運営委員会提出議

案が1件で、審議の結果、3件とも原案どおり可

決しました。

一般会計補正予算（５号）

　「かどがわ温泉心の杜」の空調設備が故障し、

緊急対応が必要なため、その工事費を計上する

もので、歳入歳出それぞれ1600万円を追加し、

総額を80億3826万7千円とするもの。

　なお、年度内に完了しないので、次年度への

繰越明許費を設定する。

（全員賛成）　

議会会議規則の一部改正

　会議規則の休会の規定が、現在の議会運営や

標準町村議会会議規則と食い違うため、一致す

るよう改正するもの。

（全員賛成）　

門川町長等の給与及び旅費に
関する条例の一部改正

　本町職員が起こした事件に関して、公務員倫

理・服務規律の遵守を示すため、町長給与の

15%を3カ月間減額、また副町長給与の10%

を3カ月間減額するもの。

（賛成多数）　

町長・副町長給与を
3ヵ月減額

大型事業終了などにより予算規模は
前年度より減額

継 続　門川高校通線、松瀬・川水流線道路改良事業、
　　　 公共交通実証運行事業
新 規　役場新庁舎建設事業、共同調理場建設事業、
　　　 栄ヶ丘住宅Ｄ棟建設事業

●●●●●●●●●

撤去予定のラウンドハング

昨年度の東アジア民間交流促進事業の様子

問
本
年
度
募
集
す
る「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
」の

住
む
場
所
は
、
あ
ら
か
じ

め
提
示
で
き
る
の
か
。

答
昨
年
調
査
し
た
空
き
家

な
ど
�
候
補
地
は
確
保
し

て
い
る
�

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

昨
年
の
応
募
状
況
は
。

答
昨
年
は
２
人
の
み
の
応

募
で
�
今
後
も
厳
し
い
状

況
で
は
あ
る
が
�
応
募
者

確
保
・
充
足
を
目
指
し
た

い
�

問「
心
の
杜
」改
修
工
事
の

期
間
は
。

答
11
月
の
休
館
日
を
含
め

４
日
間
程
度
�

　

更
な
る
産
業
振
興
�
イ

ン
フ
ラ
整
備
�
地
域
活
性

化
等
の
強
化
を
望
む
�

︵
記  

米
良　

格
︶

問
今
回
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
13
歳
〜
15
歳
の
対

象
者
数
は
。

答
４
月
１
日
の
中
学
生
の

数
は
４
８
３
人
�
な
お
０

歳
�
小
学
６
年
生
ま
で
の

既
存
数
が
１
９
６
４
人
で

合
計
２
４
４
７
人
と
な
る
�

問
子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
遊
具
の
ラ
ウ
ン
ド
ハ

ン
グ
の
撤
去
は
。

答
子
ど
も
が
ぶ
ら
下
が
�

て
回
る
遊
具
で
�
回
る
時

に
予
想
以
上
に
ス
ピ
�
ド

が
出
て
危
険
な
た
め
�

︵
記  

小
林
︶

問
健
康
か
る
て
シ
ス
テ
ム

の
内
容
は
。

答
住
民
の
健
診
履
歴
を
管

理
す
る
シ
ス
テ
ム
�

問
食
品
衛
生
推
進
大
会
は

毎
年
行
わ
れ
る
の
か
。
ま

た
、
大
会
の
趣
旨
は
。

答
毎
年
で
は
な
く
�
県
内
を

９
地
区
に
分
け
て
持
ち
回

り
で
開
催
し
て
い
る
�
趣

旨
は
食
品
衛
生
へ
の
意
識

向
上
を
図
る
も
の
�

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
の
申
請
状
況
は
。

答
平
成
30
年
度
は
8
地
区

が
申
請
し
�
西
栄
町
地
区
が

採
択
さ
れ
�
内
容
と
し
て
子

ど
も
神
輿
が
約
１
２
０
万

円
�
太
鼓
が
約
77
万
円
�
ハ

�
ピ
が
約
49
万
円
�

　

残
り
７
地
区
の
申
請
内

容
は
�
放
送
施
設
整
備
５
地

区
�
空
調
設
備
整
備
１
地

区
�
祭
り
用
具
等
整
備
１
地

区
�

問
地
域
に
お
け
る
婦
人
会

の
数
と
活
動
内
容
は
。

答
現
在
�
南
町
�
上
町
�
東

栄
町
�
宮
ケ
原
�
庵
川
西
の

５
地
区
と
個
人
で
参
加
し

て
い
る
方
も
お
り
�
み
ん
な

と
朝
市
�
健
康
ロ
�
ド
レ
�

ス
�
子
育
て
応
援
フ
�
ス
テ

�
バ
ル
に
協
力
す
る
ほ
か
�

託
児
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
�
廃
油

石
け
ん
作
り
等
の
活
動
を

し
て
い
る
�

問
東
ア
ジ
ア
民
間
交
流
促

進
事
業
で
台
湾
か
ら
柔
道
、

舞
踊
団
が
来
る
が
参
加
人

数
と
宿
泊
は
。

答
柔
道
は
30
名
程
度
で
�
宿

泊
は
基
本
的
に
町
内
で
３

�
４
泊
を
予
定
し
て
お
り
�

そ
の
う
ち
１
�
２
泊
を
ホ

�
ム
ス
テ
イ
に
充
て
る
�

問
文
化
協
会
の
40
周
年
記

念
事
業
の
内
容
は
。

答
26
団
体
が
加
入
し
て
お

り
�
40
周
年
記
念
事
業
は
�

記
念
講
演
�
記
念
誌
の
発
行

な
ど
を
考
え
て
い
る
�

問
新
規
の
共
同
調
理
場
の

広
さ
は
。

答
１
４
０
０
食
の
規
模
で

計
画
し
て
い
る
�

問
教
師
用
教
科
書
・
指
導
書

の
改
訂
は
何
年
ご
と
か
。

答
改
訂
は
�
基
本
的
に
４
年

に
１
度
�

問
門
川
小
学
校
体
育
館
屋

根
改
修
工
事
の
期
間
と
工

法
は
。

答
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
�

今
の
屋
根
を
残
し
た
ま
ま

そ
の
上
に
新
し
い
屋
根
を

作
る
カ
バ
�
工
法
で
行
う
�

問
子
育
て
人
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

数
は
。

答
４
台
設
置
す
る
予
定
�

主
な
質
疑

町
民
課

福
祉
課

建
設
課

社
会
教
育
課

環
境
水
道
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

教
育
総
務
課
・
共
同
調
理
場

県
内
10
市
町
村
で
14
人
�
県

で
６
人
が
活
動
し
て
い
る
�

問
門
川
高
校
通
線
に
設
置

す
る
防
犯
灯
と
町
内
に
設

置
予
定
の
道
路
反
射
鏡
の

数
は
。

答
防
犯
灯
９
基
�
反
射
鏡
は

新
設
が
３
基
�
取
替
え
が
４

基
の
予
定
�

問
山
林
火
災
用
可
搬
ポ
ン

プ
に
つ
い
て
。

答
本
年
度
�
消
防
団
第
３

部
�
４
部
へ
の
配
備
を
予
定

し
て
い
る
�
順
次
配
備
し

て
い
く
�

　

小
型
の
ポ
ン
プ
で
�
既
存

の
消
防
ホ
�
ス
を
連
結
し

使
用
す
る
�

問「
防
災
専
門
員
」に
つ
い

て
の
詳
細
は
。

答
内
閣
府
の
認
定
す
る
﹁
地

域
防
災
マ
ネ
�
ジ
�
�
﹂
制

度
を
活
用
し
�
退
職
自
衛
官

を
防
災
専
門
員
と
し
て
雇

用
す
る
も
の
�

　

嘱
託
で
１
年
ご
と
に
更

新
し
�
５
年
程
度
の
雇
用
を

予
定
し
て
い
る
�

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
�
門
川
高
校
�
社
会
福
祉

協
議
会
�
各
種
団
体
な
ど
へ

の
防
災
教
育
�
専
門
知
識
の

普
及
な
ど
を
行
う
�
既
に

問
自
主
防
災
組
織
へ
の
整

備
補
助
金
1
5
0
万
円
に

つ
い
て
。

答
例
年
５
件
ほ
ど
の
申
請

が
あ
り
�
30
万
円
ず
つ
補
助

し
て
い
る
�

問
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
と
は
。

答
文
書
な
ど
を
効
率
よ
く

保
管
�
管
理
し
て
い
く
た
め

に
導
入
し
�
書
類
保
管
ス
ペ

�
ス
を
格
段
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
�

総
務
財
政
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
課

町
民
課

教
育
総
務
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

補
正
予
算
審
査

補
正
予
算
審
査

予　

算　

審　

査

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　

特
別
会
計

本
委
員
会
の
意
見
・
提
言

昨年の町一斉ラジオ体操(門川小学校)

　今回の予算案は、当初予算に対する肉付け予算であり、特出すべきは、農林水産業費や土木

費で、「フィンガーライム導入」、「ミニトマト選果場整備」、「平城区画１号線（新庁舎進入路）

新設」事業費である。

　また、子ども医療費助成を、現在の小学生から中学生までに拡充、門川小学校体育館屋根の

改修工事、門川中学校技術室雨漏り改修工事など。

本町、上町区　防災用具庫

庵川漁港でのせり見学

昨年、来町した台湾の子どもたち（心の杜にて）



産
業
建
設
常
任
委
員
会

　　　議会だより  かどがわ  No.155 （6）議会だより  かどがわ  No.155　　　（7）

藻場造成用小型ブロック

小園臼太鼓（昨年の日向市国際ジュニアサーフィン大会にて）

問
牧
山
地
区
の
曽
根
米
の

山
線
道
路
新
設
改
良
事
業

の
内
容
は
。

答
今
年
度
は
測
量
設
計
・

地
質
調
査
で
６
０
０
ⅿ
を

予
定
し
て
い
る
�
次
年
度

に
用
地
買
収
を
行
い
�
さ

ら
に
次
の
年
度
で
工
事
の

予
定
で
あ
る
�

問
橋
梁
の
修
理
方
法
は
。

答
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
修
繕
を
行
う
も
の

で
�
橋
面
舗
装
の
打
換
え

や
断
面
修
復
を
行
う
�

問
街
区
公
園
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
の
効
果
は
。

答
今
回
は
宮
ケ
原
第
1
街

区
公
園
を
予
定
し
て
い
る
�

こ
れ
ま
で
の
効
果
と
し
て

は
�
い
た
ず
ら
等
の
減
少

が
あ
げ
ら
れ
る
�

問
清
掃
工
場
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

答
管
理
棟
の
雨
漏
り
や
側

溝
等
の
修
理
�
ま
た
�
段

ボ
�
ル
な
ど
を
保
管
す
る

ス
ト
�
ク
ヤ
�
ド
を
新
設

す
る
�

︵
記  

菊
地
︶

問
小
園
臼
太
鼓
等
の
補
助

金
の
支
出
方
法
は
。

答
伝
統
文
化
継
承
と
し
て

補
助
金
交
付
申
請
に
よ
る

が
�
食
糧
費
は
対
象
外
で
旅

費
や
道
具
の
修
繕
費
な
ど

が
対
象
�

問
地
域
振
興
券
の
受
付
開

始
は
い
つ
ご
ろ
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答
十
分
な
周
知
を
図
�
た

う
え
で
�
10
月
か
ら
予
定
し

て
い
る
�

問
強
い
農
業
づ
く
り
交
付

金
事
業
で
新
た
な
施
設
に

高
精
度
の
選
果
ラ
イ
ン
と

保
冷
庫
の
設
置
を
す
る
が
、

旧
選
果
場
の
取
扱
は
。

答
引
き
続
き
使
用
す
る
�

問
新
た
な
選
果
ラ
イ
ン
の

対
象
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
み

か
。

答
キ
�
ウ
リ
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
�

問
治
山
林
道
事
業
で
砂
防

土
砂
の
土
捨
て
場
や
そ
の

量
は
ど
う
か
。

答
１
０
０
０
㎥
程
度
を
予

定
し
て
お
り
�
地
元
等
と
協

議
し
て
選
定
は
進
め
る
�

問
フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
産

地
化
事
業
は
。
ま
た
味
覚

や
食
感
は
。

答
現
在
町
内
２
カ
所
で
試

験
的
に
栽
培
し
て
お
り
�
農

問
伝
統
文
化
の
継
承
に
係

る
補
助
金
に
つ
い
て
、
そ
の

効
果
等
は
ど
う
か
。

答
小
園
臼
太
鼓
の
他
に
だ

ん
じ
り
振
興
会
や
中
山
神

社
裸
参
り
を
門
川
三
大
祭

り
と
し
て
い
る
が
�
伝
統
文

化
の
継
承
の
み
な
ら
ず
観

光
面
で
の
集
客
�
地
域
の
活

性
化
が
あ
げ
ら
れ
る
�

業
者
は
５
人
で
１
人
増
加

の
予
定
�
ま
た
国
内
で
産

地
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

無
く
本
町
が
初
め
て
�
現

在
20
a
の
面
積
�
味
は
酢

み
か
ん
の
よ
う
で
食
感
は

プ
チ
プ
チ
し
て
い
る
�
料

理
の
副
菜
な
ど
で
の
使
用

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
�

問
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
の
小
型
ブ
ロ
ッ

ク
の
用
途
は
。

答
海
藻
の
着
定
基
質
と
し

て
藻
場
造
成
用
の
小
型
ブ

ロ
�
ク
を
設
置
予
定
�
母

藻
の
着
定
・
保
全
管
理
を
環

境
�
生
態
系
保
全
活
動
の
一

環
と
し
て
継
続
的
に
取
り

組
む
�

問
新
庁
舎
建
設
地
へ
の
取

り
付
け
道
路
に
つ
い
て
。

答
現
在
の
幅
員
6
ⅿ
を
10

ⅿ
に
拡
幅
�
両
脇
に
2.5
ⅿ

の
歩
道
を
設
置
し
�
車
道
は

片
側
2.5
ⅿ
で
31
年
度
に
完

成
予
定
で
あ
る
�

主
な
質
疑

建
設
課

環
境
水
道
課

建
設
課

農
林
水
産
課

環
境
水
道
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

一　

般　

質　

問

補
正
予
算
審
査

「ラジオ体操ボランティア」の結成を

地域づくりにつながって欲しい

中城　資力

町長

あなたの声を町政に一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

３人が登壇!

問
本
年
7
月
26
日
に「
夏
季

巡
回
公
開
ラ
ジ
オ
体
操
」が

本
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。5
月
に
は
15
人

が
ラ
ジ
オ
体
操
指
導
員
の

免
許
を
取
得
し
た
。良
い
機

会
な
の
で
、「
ラ
ジ
オ
体
操

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
結
成

し
、夏
休
み
の
小
中
学
校
の

ラ
ジ
オ
体
操
推
進
に
協
力

し
て
は
ど
う
か
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
誰
も
が

経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
�

健
康
の
維
持
増
進
に
つ
な

が
る
�更
に
世
代
間
交
流
�地

域
間
交
流
を
深
め
る
ツ
�

ル
に
も
な
る
�﹁
学
校
づ
く

り
﹂﹁
地
域
づ
く
り
﹂を
一
体

的
に
推
進
す
る
上
で
�ラ
ジ

オ
体
操
は
学
校
と
地
域
を

つ
な
ぐ
大
き
な
役
割
を
担

�
て
い
る
�﹁
ラ
ジ
オ
体
操
ボ

ラ
ン
テ
�
ア
﹂が
結
成
さ
れ
�

そ
の
活
動
が
児
童
・
生
徒
の

健
全
育
成
�町
民
の
健
康
増

進
�ひ
い
て
は
地
域
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が

�
て
い
け
ば
と
思
う
�

問
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、側
溝
清
掃

を
行
う
に
は
困
難
な
面
が

多
く
出
現
す
る
。地
区
に
よ

っ
て
は
何
年
か
お
き
に
業

者
に
委
託
し
て
い
る
が
、委

託
料
が
高
額
で
あ
る
場
合

が
多
く
、負
担
が
大
き
く
な

る
の
で
、以
下
の
と
お
り
問

う
。

① 

各
地
区
の
状
況
は
。

② 

側
溝
清
掃
に
対
し
て
補

　

 

助
金
を
交
付
す
る
考
え

　

 

は
。

③ 

サ
テ
ラ
イ
ト
補
助
金
を

　

 

活
用
し
て
は
。

① 

市
街
地
19
区
域
の
う
ち

4
地
区
が
専
門
業
者
へ
の

委
託
に
よ
り
様
々
な
方
法

で
清
掃
を
実
施
し
て
い
る
�

② 

各
地
区
の
実
施
方
法
が

様
々
で
あ
り
�公
平
性
を
欠

く
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
�
し
か
し
�現
状
の
支
援

で
は
不
十
分
と
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
の
で
�全
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
�新
た
な
支
援
が
出
来
な

い
か
慎
重
に
研
究
を
進
め

る
�

③ 
本
町
に
お
い
て
は
�
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
�特
に
清
掃
活
動

に
お
い
て
参
加
者
不
足
で

十
分
に
行
わ
れ
な
い
現
状

が
あ
る
が
�一
方
で
地
域
活

動
は
�地
域
住
民
の
親
睦
や

連
携
の
場
・
地
域
課
題
の
解

決
の
場
と
し
て
�共
働
・
協

力
で
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
�よ
�
て

補
助
金
の
委
託
料
へ
の
活

用
に
つ
い
て
は
�今
後
の
検

討
課
題
と
し
�引
き
続
き
地

域
住
民
の
方
々
か
ら
の
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

た
い
�

町
長

町
長

側
溝
清
掃
問
題

昨年の町一斉ラジオ体操（五十鈴小学校）

よしかつなかじょう



西ノ山避難所から見た上納屋方面の街並み
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防災体制は大丈夫か

地区会長、防災士、消防団と連携強化

米良　格

町長

地震・津波時、住民は避難できるか

避難困難地区はないと考える

水永　正継

町長

問
大
地
震
・
大
津
波
発
生

時
、上
納
屋
地
区
等
、避
難

困
難
地
区
が
存
在
す
る
と

思
わ
れ
る
が
。高
齢
者
の
い

る
家
族
な
ど
不
安
は
大
き

い
。国
の
基
準
で
住
民
の
命

は
守
れ
る
の
か
。

　

消
防
庁
が
作
成
し
た﹁
津

波
避
難
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

に
避
難
で
き
る
限
界
距
離

を﹁
最
長
で
も
５
０
０
ｍ
程

度
を
目
安
と
す
る
﹂と
あ

り
、本
町
も
こ
の
数
値
を
用

い
て
い
る
。

問
上
納
屋
地
区
以
外
に
避

難
が
困
難
な
地
区
は
。

　

町
内
各
地
に
自
主
防
災

組
織
の
定
め
た
一
時
避
難

所
が
68
カ
所
あ
り
、５
０
０

ｍ
の
円
が
幾
重
に
も
重
な

り
合
い
、避
難
が
困
難
な
地

区
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
問
町
と
協
定
を
結
ん
で
住

民
が
避
難
で
き
る
建
物
は
。

　

﹁
日
向
病
院
﹂
、﹁
田
中
病

院
﹂、﹁
株
式
会
社
メ
タ
ル
フ

ォ
ー
ジ
﹂が
あ
り
、福
祉
避

難
所
と
し
て
、﹁
神
舞
の

里
﹂、﹁
ふ
れ
あ
い
地
球
館
﹂、

﹁
生
活
介
護
に
っ
こ
り
﹂が

あ
る
。

問
登
下
校
時
に
、大
地
震
・

大
津
波
に
遭
遇
し
た
時
、児

童
・
生
徒
自
身
の
安
全
な
身

の
処
し
方
は
育
っ
て
い
る

の
か
。

　

教
育
委
員
会
で
は﹁
津
波

被
害
安
全
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
﹂、﹁
防
災
教
育
の
手
引

き
﹂を
作
成
し
、各
小
・
中
学

校
年
間
10
回
程
度
防
災
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。安

全
な
身
の
処
し
方
は
育
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

問
消
防
団
員
自
身
の
命
を

守
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。

消
防
団
員
の
心
構
え
は
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、

2
5
4
人
も
の
消
防
団
員

が
死
亡
・
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
町
で
は﹁
消
防
団
震
災

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂を
作
成

し
、消
防
団
員
自
ら
が﹁
率

先
避
難
団
員
﹂と
な
り
、地

域
住
民
を
避
難
さ
せ
る
と

な
っ
て
い
る
。

　

防
災
力
を
高
め
る
た
め

防
災
士
の
資
格
取
得
を
勧

め
、現
在
、19
人
の
消
防
団

員
が
取
得
し
て
い
る
。

問
海
岸
沿
い
に
水
害
か
ら

守
る
開
閉
式
の
扉
が
あ
る

が
、開
閉
は
一
人
で
で
も
短

時
間
に
で
き
る
の
か
。

　

宮
崎
県
北
部
港
湾
事
務

所
が
防
潮
堤
の
開
口
部
に

設
置
し
、点
検
と
操
作
を
門

川
漁
協
と
庵
川
漁
協
に
委

託
し
て
い
る
。一
人
で
で
も

短
時
間
に
開
閉
で
き
る
。高

潮
や
台
風
な
ど
の
災
害
時

に
使
用
し
、大
津
波
が
予
想

さ
れ
る
時
は
危
険
が
伴
う

の
で
操
作
し
な
い
。

問
門
川
湾
の
磯
焼
け
が
心

配
さ
れ
、ウ
ニ
の
駆
除
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
が
、ウ
ニ
の

養
殖
事
業
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
は
。

　

門
川
漁
協
の﹁
門
川
湾
を

再
生
す
る
会
﹂と
庵
川
漁
協

の﹁
庵
川
藻
場
保
全
会
﹂が
、

毎
年
十
数
回
ウ
ニ
除
去
作

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

ウ
ニ
の
養
殖
に
つ
い
て

は
、神
奈
川
県
の
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
が
野
菜
を
餌
と

し
た
研
究
を
進
め
て
い
る

が
、ま
だ
実
用
化
さ
れ
て
い

な
い
。従
来
の
藻
場
保
全
活

動
を
基
本
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
5
月
27
日（
日
）の
町
一

斉
避
難
訓
練
の
状
況
は
。

　

参
加
者
数
は
２
８
３
７

人
で
、昨
年
と
同
程
度
。

　

子
供
の
参
加
や
防
災
リ

ュ
ッ
ク
の
持
参
が
少
な
い

地
区
が
あ
っ
た
一
方
、昨
年

よ
り
増
加
し
、実
践
的
な
訓

練
が
で
き
て
い
る
地
区
も

あ
っ
た
。

問
消
防
団
員
の
確
保
も
含

め
、火
災
、水
害
な
ど
の
災

害
と
大
規
模
災
害
時
の
役

割
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

適
切
な
人
員
は
確
保
し

て
い
る
。

　

３
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
基
本
行
動
を
示
し

て
い
る
。﹁
町
消
防
団
安
全

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂、﹁
町
水

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂、﹁
町

消
防
団
震
災
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
﹂で
あ
る
。

問
Ｊ
ア
ラ
ー
ト（
防
災
行
政

無
線
）の
放
送
が
聞
き
取
り

に
く
い
と
の
意
見
が
あ
る

が
。

　

町
内
を
３
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
時
間
差
で
放

送
。設
置
業
者
と
協
議
し
改

善
し
て
い
く
。

　

災
害
時
に
は
、役
場
か
ら

の
情
報
の
み
で
な
く
、テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
積
極
的
に

情
報
を
集
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

問
自
主
防
災
組
織
と
の
連

携
強
化
、今
後
の
備
蓄
計

画
、町
民
自
ら
避
難
袋
の
準

備
な
ど
の
必
要
性
は
。

　

加
草
２
区
地
区
防
災
会

が
結
成
さ
れ
、町
内
43
地
区

中
、33
地
区
自
主
防
災
組
織

と
な
り
、83
％
の
世
帯
が
加

入
し
て
い
る
。

　

地
区
会
と
消
防
団
、地
元

防
災
士
と
の
連
係
強
化
を

進
め
、自
ら
３
日
分
の
水
、

食
料
、生
活
必
需
品
の
準
備

を
呼
び
か
け
る
。

問
本
町
の
建
設
業
者
は
、一

昨
年
の
災
害
復
旧
工
事
な

ど
で
貢
献
し
て
い
る
。

　

本
町
の
工
事
代
金
支
払

い
は
、約
款
規
定
で
、支
払

請
求
書
受
理
後
40
日
以
内

と
な
っ
て
い
る
な
か
で
、ほ

と
ん
ど
の
工
事
代
金
は
40

日
目
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　

工
事
代
金
支
払
い
を
で

き
う
る
限
り
早
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

工
事
約
款
に
は
、完
成
後

支
払
い
以
外
に
前
払
金
・
部

分
払
い
が
あ
り
、こ
の
利
用

に
よ
り
資
金
調
達
が
で
き

る
。

　

今
後
も
従
来
ど
お
り
。

町
長

町
長

総
務
課
長

会
計
管
理
者

建
設
課
長

農
林
水
産
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

ウ
ニ
の
養
殖
事
業
研
究
は

本
町
の
工
事
代
金
の

支
払
い
状
況
は

町一斉避難訓練　城屋敷地区

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

問
建
設
課
、農
林
水
産
課
な

ど
担
当
課
に
お
い
て
、業
者

か
ら
の
早
期
支
払
い
の
要

望
は
な
い
の
か
。

　

い
く
ら
か
の
要
望
は
あ

る
。会
計
課
に
は
打
診
し
て

い
る
。

問
県
、近
隣
市
町
村
の
支
払

い
は
、業
者
要
望
に
応
え
、

20
〜
30
日
以
内
の
支
払
が

多
い
。検
討
す
べ
き
で
は
。

　

本
町
と
し
て
は
、従
来
ど

お
り
。

　

前
払
金
・
部
分
払
い
の
積

極
的
活
用
を
願
い
た
い
。

門
川
町
工
事
請
負

契
約
約
款

支
払
40
日
以
内

門川湾のウニ

いたるめらまさつぐみずなが
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

人　

事　

案　

件

条　

例　

の　

改　

正

条　

例　

の　

制　

定

財　

産　

の　

処　

分

町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
制
定

　

町
内
で
事
業
を
展
開
す
る
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
運
営
基
準
に
つ
い

て
�
そ
の
人
員
や
資
格
等
を
定
め
る
も

の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

　

土
地
所
有
者
の
中
村
生
産
森
林
組

合
と
造
林
者
門
川
町
と
の
間
で
契
約

締
結
し
た
﹁
町
行
分
収
造
林
契
約
書
﹂

に
基
づ
き
�

ス
ギ  

８
３
１
２
本 

４
０
１
５
・
50
㎥

ヒ
ノ
キ 

８
７
０
本　

 

２
０
６
・
09
㎥

を
売
却
処
分
し
た
�

処
分
方
法　
　
　
　

  

指
名
競
争
入
札

仮
契
約
金
額　
　

  

８
２
３
万
5
千
円

契
約
相
手
方　

  

耳
川
広
域
森
林
組
合

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

記　

小
林)

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

改
正
内
容
と
し
て

①
今
年
度
か
ら
県
を
保
険
者
と
し
�
財

政
運
営
の
責
任
主
体
と
す
る
国
保
制

度
改
革
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
�

税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
�
前
年
度
の

税
率
か
ら
０
・
３
引
き
下
げ
て
９
・
３

パ
�
セ
ン
ト
と
す
る
�

②
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
方
法
を

口
座
振
替
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
改

正
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

子
育
て
中
の
家
庭
の
経
済
的
負
担

を
さ
ら
に
軽
減
す
る
と
と
も
に
�
子
ど

も
の
健
全
な
発
育
の
促
進
な
ど
�
子
育

て
世
帯
へ
の
一
層
の
支
援
を
図
る
た

め
�
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
助
成

を
�
現
在
の
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で

に
拡
充
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

勤労者体育センター

要望書を土木事務所に提出

説明を受けている様子

　

町
執
行
部
と
と
も
に
去

る
５
月
30
日
に
日
向
土
木

事
務
所
な
ら
び
に
７
月
５

日
に
県
土
整
備
部
に
要
望

活
動
を
行
い
ま
し
た
�内
容

は
次
の
と
お
り
�

国
道
3
8
8
号
の
早
期
整

備
　

﹁
五
十
鈴
�
小
園
間
﹂は

国
道
10
号
か
ら
の
進
入
部

に
あ
た
り
�通
過
交
通
量
も

多
く
�住
民
に
と
�
て
大
変

危
険
な
道
路
状
況
と
な
�

て
い
る
�

　

ま
た
�﹁
庭
谷
�
黒
木
間
﹂

は
幅
員
狭
小
で
あ
る
が
沿

線
集
落
の
存
続
発
展
に
重

要
で
あ
り
�加
え
て
北
方
方

面
と
も
連
絡
し
�国
道
の
機

能
上
も
重
要
な
区
間
で
�２

つ
の
区
間
の
早
期
整
備
を

要
望
す
る
�

加
草
〜
中
村
線
の
県
道
認

定
　

県
道
認
定
の
要
件
に
合

致
し
な
い
と
の
回
答
を
得
�

町
と
し
て
も
理
解
し
て
い

る
が
�認
定
要
件
の
一
つ
に

﹁
高
速
自
動
車
国
道
等
の
イ

ン
タ
�
チ
�
ン
ジ
と
当
該

イ
ン
タ
�
チ
�
ン
ジ
と
密

接
な
関
係
の
あ
る
一
般
国

道
又
は
都
道
府
県
道
と
を

連
絡
す
る
道
路
﹂が
あ
り
�

こ
の
要
件
に
準
じ
て
重
要

な
路
線
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
�今
後
と
も
路
線
整
備

に
向
け
た
指
導
を
お
願
い

す
る
�

県
道　

八
重
原
〜
延
岡
線

の
改
良
整
備
促
進

　

三
ケ
瀬
集
落
の
唯
一
の

生
活
道
路
及
び
通
学
路
で

あ
り
�基
幹
産
業
の
林
業
や

養
鶏
業
の
産
業
道
路
で
も

あ
る
�当
区
間
の
早
期
完
成

に
よ
り
�地
域
の
安
心
安
全

な
交
通
環
境
が
進
捗
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
�

五
十
鈴
川
の
河
川
改
修
及

び
防
災
対
策

　

河
川
に
並
行
す
る
国
道

3
8
8
号
周
辺
に
優
良
農

地
と
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
る
�過
去
に
は
洪
水
被
害

が
度
々
発
生
し
�特
に
一
昨

年
の
台
風
で
は
�流
域
の
人

家
や
農
地
に
大
き
な
洪
水

被
害
が
発
生
し
�被
害
当
事

者
か
ら
対
策
を
求
め
る
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
�抜

本
的
対
策
が
必
要
で
あ
る

の
で
河
川
整
備
計
画
策
定

に
続
い
て
�早
期
に
本
格
的

な
河
川
改
修
を
要
望
す
る
�

　
　
　
　
　

  (

記　

菊
地)

　

先
の
３
月
定
例
会
に
て
�

設
置
し
た
本
委
員
会
は
�現

在
�議
会
基
本
条
例
制
定
の

先
進
町
議
会
の
例
を
参
考

に
�検
討
項
目
を
48
項
目
挙

げ
�３
グ
ル
�
プ
に
分
か
れ

て
�
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
�

　

今
後
�県
内
の
先
進
議
会

へ
ア
ン
ケ
�
ト
や
視
察
研

修
を
行
い
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
�

　

ま
た
�
地
区
会
長･

自
治

公
民
館
長
連
合
会
か
ら
要

望
の
あ
�
た
�議
会
議
員
定

数
削
減
及
び
町
長･

町
議
会

議
員
選
挙
の
同
時
実
施
調

査
委
員
会︵
仮
称
︶の
設
置

は
�新
に
特
別
委
員
会
を
設

け
ず
に
�本
委
員
会
に
こ
の

２
項
目
を
付
託
し
て
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
�

前
述
の
基
本
条
例
と
平
行

し
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
�

　
　
　
　
　

  

︵
記　

森
川
︶

副
町
長
の
選
任
同
意

　

現
副
町
長
が
本
年
6
月
30
日
を
も

�
て
任
期
満
了
に
伴
い
�
次
期
副
町
長

の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
も
の
�

　

金
丸　

隆
康
氏
︵
再
任
︶

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

現
委
員
が
本
年
6
月
30
日
を
も
�

て
任
期
満
了
に
伴
い
�
次
期
委
員
の
選

任
の
同
意
を
求
め
る
も
の
�

　

黒
木　

元
吉
氏(

再
任)

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意

　

現
委
員
が
本
年
7
月
15
日
を
も
�

て
任
期
満
了
に
伴
い
�
次
期
委
員
の
選

任
の
同
意
を
求
め
る
も
の
�

　

吉
塚　

陽
太
郎
氏(

再
任)

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
の
施
行

に
伴
い
�
市
町
村
の
導
入
促
進
基
本
計

画
に
適
合
し
�
労
働
生
産
性
を
３
パ
�

セ
ン
ト
以
上
向
上
さ
せ
る
も
の
と
し

て
認
定
を
受
け
た
中
小
企
業
設
備
に

対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
�
特
例

と
し
て
課
税
標
準
の
割
合
を
ゼ
ロ
以

上
２
分
の
１
以
下
の
範
囲
内
と
す
る

が
�
本
町
で
は
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
に
決

定
し
算
定
す
る
も
の
�

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

視
察
報
告

要
望
活
動

議
会
活
性
化

　
　

特
別
委
員
会

　

去
る
５
月
８
日
�議
員
全

員
�町
関
係
職
員
総
勢
23
人

で
�旭
化
成
細
島
１
区
事
業

所
内
の﹁
ウ
ラ
ン
関
連
廃
棄

物
・
地
下
保
管
施
設
﹂の
視

察
を
行
�
た
�

　

担
当
者
の
説
明
・
案
内
に

よ
り
�さ
�
そ
く
地
下
施
設

に
入
り
�整
然
と
並
べ
ら
れ

た
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
詰
ま
�
た
ド
ラ
ム
缶

を
確
認
し
た
�

　

ウ
ラ
ン
溶
液
を
中
和
・
固

化
し
た
物
質
�除
染
時
に
発

生
し
た
コ
ン
ク
リ
�
ト
片

な
ど
ド
ラ
ム
３
３
０
０
本
�

使
用
済
み
ポ
ン
プ
�タ
ン
ク

な
ど
機
材
等︵
ド
ラ
ム
缶
換

算
4
7
0
0
本
分
相
当
︶が

保
管
さ
れ
て
い
る
�

　

保
管
庫
扉
は
�重
さ
8
ト

ン
の﹁
水
密
扉
﹂を
使
用
�水

没
し
て
も
内
部
は
浸
水
し

な
い
と
の
こ
と
�

　

地
震
や
津
波
を
想
定
し
�

地
下
8
ｍ
に
建
設
�コ
ン
ク

リ
�
ト
厚
は
�床
１
・
４
ｍ
�

壁
・
天
井
は
１
・
１
ｍ
�そ
の

上
を
１
ｍ
の
盛
土
保
護
�

　

震
度
７
�高
さ
15
ｍ
の
津

波
に
も
耐
え
ら
れ
る
構
造

と
さ
れ
る
�
本
町
は
県
・
日

向
市
と
共
に
安
全
協
定
を

結
ん
で
い
る
�

　
　
　
　

︵
記  

米
良　

格
︶

議 

会 

の 

動 

き



■
発
行
者
／
門
川
町
議
会
議
長　

森　

誠
一

■
編　

集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　

〒
８
８
９-

０
６
９
６

　

宮
崎
県
門
川
町
本
町
1
丁
目
1
番
地

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
８
２
）
６
３-

１
１
４
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■
印　

刷
／
有
限
会
社　

第
一
印
刷

議場に来てみらんね
６月議会には17人の方に傍聴いただきま
した。次回の定例会は９月です。
心よりお待ちしています。
お問い合わせ：議会事務局
　　　　　　  TEL 63-1140（内線271）

　

今
年
の
梅
雨
の
前
半
は
�
雨
が
少
な
く

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
�
よ
う
や
く
梅
雨
ら

し
い
天
気
に
な
�
て
き
ま
し
た
�

　

第
２
回
定
例
会
で
は
�
29
年
度
補
正
予

算
等
７
議
案
を
可
決
し
�
閉
会
し
ま
し
た
�

　

主
な
事
業
と
し
て
�
門
川
高
校
通
線
や

松
瀬
・
川
水
流
線
が
完
成
を
目
指
し
て
�

予
算
措
置
が
さ
れ
ま
し
た
�
新
た
な
道
が

で
き
る
こ
と
で
�
町
民
の
利
便
性
�
町
の

活
力
に
繋
が
れ
ば
と
思
い
ま
す
�　
　
　

　

こ
れ
か
ら
�
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
�

十
分
な
睡
眠
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シリーズ

　「あおばぶっく」のメンバーは、西門川小中学校
児童・生徒の保護者と同校卒業生の保護者、地域
の方ならびに図書支援員です。
　活動は、メンバー２～３人が教室で、朝の授業が
始まる前の約20分間を利用して、毎週月曜日は小
学校１･３年生、木曜日は小学校全校児童、火曜日
に中学1年生と2年生に隔週で読み聞かせを行って
います。さらに1学期に1回小中学校それぞれで全
学年を対象に合同読み聞かせを行っています。
　１２年前に小学校で地域の方６人による読書ボ
ランティアから始まり、保護者による読み聞かせ、
平成２６年度から中学校の読み聞かせも始まりま
した。
　平成２６年１０月１日、小中合同の読書ボランテ
ィアの会を組織して活動していくことになり、名称
を、「あおばずく」×「Ｂｏｏｋ」で「あおばぶっく」と
しました。
　読み聞かせが大好きな子どもたちの笑顔を見
て、私たちも元気をもらっています。
　メンバーが少ないので、地域の方の力を借りな
がら子どもたちの読書活動の充実に積極的に取り
組んでいきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（編　森川)

シリーズ

　本会は、地域の子どもを地域で見守ることを基
本理念とし、食事の機会を共に有することにより、
子どもたちの居場所づくり、コミュニケーションな
どを図ることを目的として、月１回実施し、６月で
１０回目となりました。
　子どもの孤食を少しでも和らげようと、ボラン
ティアスタッフも心を一つにし、美味しい料理作り
に朝早くから頑張っています。
　食べる前には「いただきます」、食べ終わったら
「ごちそうさまでした」と礼儀を忘れません。余っ
た時間は、大型紙芝居とゲーム等で遊んでいます。
　子ども食堂として拠点のない現時点では、加草
公民館を利用しています。地区回覧でお願いした
り、積極的な広報活動を通して、寄付金や野菜など
の食材の提供を呼びかけ、地域の方々の当活動へ
の理解と援助を求め、今後の定着を目指していき
ます。
　昨年、農水省の食育課が、子どもが遊ぶ場とし
て子ども食堂が広がっていくことを支援できるよ
う検討していくと、打ち出して１年が過ぎました。
少しでも早く子ども食堂支援をと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（編　森川)

地域の力特集

⇧メンバー活動中

⇩読み聞かせ打ち合わせ中

西門川小中学校読書ボランティア

『あおばぶっく』
メンバー９人（平成３０年度）

代表は、坂本 美紀さんです
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